
平成23年度執行方針〜せたな町の取り組み平成23年度執行方針〜せたな町の取り組み〜〜

選挙のお知ら選挙のお知らせせ

ロコモティブシンドロームを予防しようロコモティブシンドロームを予防しよう鎧鎧

写真／3月15日各区中学校で卒業式（写真：北檜山中学校写真／ 3月15日各区中学校で卒業式（写真：北檜山中学校））



2広報せたな

　

社
会
経
済
の
仕
組
み
が
変
化
す
る
な

か
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が

い
を
持
ち
な
が
ら
、
健
康
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
保

健
、
医
療
、
福
祉
、
介
護
な
ど
各
分
野
が
連

携
を
図
り
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
や
生
き

が
い
づ
く
り
へ
の
支
援
、
福
祉
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
の
充
実
な
ど
の
施
策
を
推

進
し
ま
す
。

　

保
健
施
策
の
推
進

（１）
　

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
各
種
健
診
、
予
防
接
種
、

保
健
指
導
な
ど
を
通
し
て
母
子
保
健
対
策

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
町
民
一
人
ひ
と

り
が
自
主
的
な
健
康
づ
く
り
に
努
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
着
目

し
た
特
定
健
康
診
査
、
が
ん
検
診
な
ど
の

各
種
健
康
診
査
や
保
健
指
導
活
動
に
よ

り
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
支
援
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
か
ら
高
齢
者
が

罹
患
率
の
高
い
肺
炎
を
予
防
し
、
重
症
化

と
医
療
費
の
軽
減
を
図
る
た
め　

歳
以
上

７０

の
町
民
を
対
象
と
し
て
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
、
高
齢
者
の

健
康
維
持
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
福
祉
・
高
齢
者
施
策
の
推
進

（２）
　

今
後
の
高
齢
者
介
護
の
あ
る
べ
き
姿
を

想
定
し
、
地
域
に
お
い
て
必
要
と
す
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
や
施
策
を
検
討
す
る
た
め
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
高
齢
者
の
保

健
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
予
防
の

充
実
を
図
る
た
め
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
第
5
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策

定
し
ま
す
。
ま
た
、
懸
案
で
あ
っ
た
地
域

密
着
型
小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法
人
北
檜

山
恵
福
会
を
事
業
主
体
と
し
て
、
入
所
待

機
者
の
解
消
と
介
護
す
る
家
庭
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
の
改
修
工
事
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
要
す
る
経
費
を
助

成
し
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
施
策

（３）
　

現
行
施
策
の
実
施
状
況
な
ど
を
踏
ま
え

今
後
地
域
に
お
い
て
必
要
と
す
る
給
付
や

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
検
討
す
る
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
基
本
計

画
と
な
る
「
障
害
者
計
画
」
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提

供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
「
第
3
期
障
害

福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
整
備
し
た
障
害
者
地
域

２２

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
障
害

者
自
立
支
援
活
動
の
拠
点
と
し
て
適
性
に

応
じ
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
創
作
的
活
動
や
生
産
活

動
の
機
会
の
提
供
、
社
会
と
の
交
流
促
進

を
図
る
と
と
も
に
、
相
談
体
制
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
対
策

（４）
　

「
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（
後
期
計

画
）
」
に
基
づ
い
た
事
業
を
展
開
し
、
保
育

所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
学
童
保
育

所
の
運
営
を
行
い
、
町
民
の
保
育
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
各
区
の
保
育

業
務
の
均
衡
を
図
り
な
が
ら
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
の
た
め
に
必
要
な
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
子
ど

２２

も
手
当
に
つ
い
て
は
、
次
代
の
社
会
を
担

う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
社
会
全
体

で
支
援
す
る
た
め
、
本
年
度
に
お
い
て
も

政
府
方
針
ど
お
り
予
算
措
置
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業

（５）
　

被
保
険
者
へ
の
保
険
給
付
費
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
も
と
に
予
算
措

活力と魅力あふれる
まちづくり

平成23年第１回せたな町議会定例会で、高橋町長が本年度

の町政執行方針を発表しました。

活力と魅力にあふれるまち、ゆとりと豊かさを実感できるま

ち、安全で安心して笑顔で暮らせるまちづくりの実現を目指

します。

平成23年度町政執行方針　

健
や
か
に
暮
ら
せ
る

福
祉
の
ま
ち
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置
し
て
お
り
ま
す
が
、
医
療
技
術
の
高
度

化
な
ど
に
よ
り
医
療
費
が
増
加
し
て
い
る

中
で
、
そ
の
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
特

定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健
指
導
や
各
種

が
ん
検
診
、　

歳
以
上
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

６５

ザ
予
防
接
種
へ
の
助
成
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ

い
て
は
、
今
後
新
た
な
医
療
制
度
へ
の
移

行
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
度
重
な
る
制
度

の
見
直
し
等
に
よ
り
不
安
定
な
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
現
行
制
度
に
基
づ
き
被
保
険

者
の
皆
様
が
安
心
し
て
医
療
給
付
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
対
応
し
ま
す
。

　

病
院
事
業

（６）
　

国
保
病
院
及
び
診
療
所
の
連
携
の
も

と
、
町
内
唯
一
の
救
急
告
示
病
院
と
し
て

救
急
医
療
、
あ
る
い
は
初
期
医
療
・
慢
性
期

疾
患
な
ど
を
始
め
と
す
る
不
採
算
医
療
へ

の
対
応
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
昨
年
、
国
保
病
院
に
は
常
勤
内
科
医

２
名
が
着
任
し
、
外
来
・
入
院
診
療
が
充
実

し
、　

時
間
体
制
の
救
急
医
療
の
確
立
を

２４

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
、

勤
務
医
の
過
重
な
勤
務
環
境
の
改
善
や
安

定
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的
に
提
供

で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続

き
、
医
療
等
関
係
機
関
を
通
じ
内
科
医
師

の
確
保
に
向
け
努
力
を
し
ま
す
。
ま
た
、

国
保
病
院
の
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成　

年　

月
に
策
定
し
た
「
せ
た
な
町
立

２０

１２

国
保
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
が
、
平
成　

年
度

２３

最
終
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層

の
経
営
の
効
率
化
と
健
全
化
に
取
り
組
む

と
と
も
に
民
間
医
療
機
関
と
の
連
携
、
医

療
の
役
割
分
担
を
進
め
、
さ
ら
に
大
成
診

療
所
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
議
論
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
内
外
に
お
い
て
は
、
政
治
・
経
済
と

い
っ
た
面
で
大
き
な
変
革
が
進
む
な
ど
、

世
界
全
体
が
時
代
の
転
換
期
を
迎
え
る
中

で
、
当
町
を
取
り
巻
く
環
境
も
、
日
々
変

化
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い
る
い

こ
と
か
ら
、
第
一
次
産
業
の
持
続
的
な
経

営
安
定
を
図
る
た
め
に
、
農
業
者
・
漁
業
者

に
対
す
る
様
々
な
支
援
と
と
も
に
、
産
業

団
体
と
の
協
働
に
よ
る
施
策
展
開
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
の
振
興

（１）
　

生
産
性
の
向
上
に
よ
る
経
営
の
安
定
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
3
ヶ
年
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
ハ
ウ
ス
資
材
の
導
入

支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
成
果
が

見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら

に
支
援
を
延
長
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
新
規
導
入
作
物
に
対

し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
農
業
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
試
験
栽
培
や
育
苗
の
支
援
な
ど

を
継
続
し
ま
す
。
畜
産
に
つ
い
て
は
、
平

成　

年
度
か
ら
畜
群
の
更
新
を
推
進
し
て

２１
地
域
全
体
の
畜
産
経
営
の
向
上
を
目
的
と

し
た
優
良
家
畜
導
入
支
援
事
業
を
継
続
実

施
す
る
と
と
も
に
、
自
給
飼
料
の
生
産
拡

大
を
図
る
草
地
の
造
成
改
良
と
畜
産
施
設

の
整
備
を
図
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
新
た

に
４
ヶ
年
間
の
計
画
で
畜
産
担
い
手
育
成

総
合
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
農
業
生

産
基
盤
の
整
備
が
生
産
性
の
向
上
に
よ
る

農
業
経
営
の
効
果
的
・
安
定
的
な
発
展
に

繋
が
る
こ
と
か
ら
、
継
続
し
て
農
業
生
産

基
盤
の
整
備
や
農
業
水
利
施
設
の
適
正
管

理
に
努
め
ま
す
。
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い

て
は
、
若
松
地
区
地
域
水
田
農
業
支
援
緊

急
整
備
事
業
や
目
名
地
区
に
お
け
る
排
水

整
備
事
業
と
と
も
に
、
丸
山
地
区
の
農
道

整
備
事
業
、
小
倉
山
地
区
の
畑
地
帯
総
合

整
備
事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。
農
業
水

利
施
設
管
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

西
兜
野
地
区
基
幹
水
利
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
事
業
に
よ
る
排
水
機
場
の
補
修
を

行
う
と
と
も
に
、
排
水
路
の
機
能
回
復
を

図
る
た
め
兜
野
地
区
小
規
模
土
地
改
良
事

業
を
実
施
し
、
農
業
排
水
の
効
率
向
上
と

防
災
対
策
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

関
係
機
関
・
団
体
が
農
地
情
報
を
共
有
す

る
農
地
情
報
共
有
化
事
業
を
推
進
し
、
農

地
の
有
効
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

　

林
業
の
振
興

（２）
　

一
般
民
有
林
に
つ
い
て
は
、
国
の
森
林

整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業
や
新
た

に
始
ま
る
北
海
道
の
未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ

く
り
推
進
事
業
の
活
用
を
図
る
と
と
も

に
、
町
独
自
の
一
般
民
有
林
造
林
事
業
補

助
に
よ
り
森
林
所
有
者
の
森
林
整
備
に
対

す
る
意
欲
の
向
上
と
整
備
に
係
る
経
費
の

軽
減
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
町
有
林
に
つ

い
て
は
、
適
切
な
保
全
管
理
と
循
環
型
の

森
林
整
備
に
努
め
、
町
有
林
複
層
林
造
成

事
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
、
二
俣
地
区
の
町
有
林
循
環
造
成

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興

（３）
　

ひ
や
ま
漁
業
協
同
組
合
に
お
け
る　

カ
１０

年
の
再
建
計
画
に
伴
う
正
組
合
員
の
負
担

金
に
対
し
ま
し
て
は
、
漁
業
経
営
安
定
対

策
事
業
と
し
て
の
一
部
助
成
を
継
続
し
て

行
い
、
漁
業
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

前
浜
の
漁
業
資
源
の
維
持
・
確
保
に
つ

い
て
は
、
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
の
種
苗
購
入

に
対
す
る
拡
充
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

引
き
続
き
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
の
移
植
放

流
に
対
す
る
支
援
を
は
じ
め
、
ア
ワ
ビ
の

養
殖
や
ク
ロ
ソ
イ
の
中
間
育
成
事
業
、
マ

ゾ
イ
稚
魚
放
流
事
業
に
対
す
る
支
援
を
行

い
、
漁
業
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

　

ナ
マ
コ
に
つ
い
て
は
、
大
成
水
産
種
苗

育
成
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
調
査
研
究
並
び

に
種
苗
生
産
を
継
続
し
て
実
施
し
、
稚
ナ

マ
コ
を
地
域
に
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
漁

活
力
に
満
ち
た

産
業
の
ま
ち
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4広報せたな

業
者
自
ら
が
ഔ
場
の
保
全
活
動
な
ど
に
取

り
組
む
環
境
・
生
ൔ
ृ
保
全
対
策
支
援
事

業
に
つ
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
支
援
を
行

い
、


の
資
源
回
ဌ
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
ま
す
。
ࢱ
ৱ
・
ৱ
ሕ
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を


分
に
図
り
な
が
ら
施
設
の
ไ
ಜ
な
ڿ
૩
管

理
と
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

商
工
・
労
働
の
振
興

（４）
　

商
工
業
者
の
経
営
体
質
の
改
善
を
図
る

た
め
商
工
会
に
対
す
る
運
営
補
助
の
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
引
き
続
き
中
小
企
業

経
営
安
定
資
金
融
資
事
業
を
実
施
し
、
経

営
の
自
立
安
定
を
支
援
し
ま
す
。
雇
用
に

つ
い
て
は
、
国
の
雇
用
創
出
推
進
事
業
を

活
用
し
、
多
方
面
で
の
雇
用
対
策
事
業
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

　

観
光
の
振
興

（５）
　

地
域
が
主
体
と
な
る
観
光
振
興
を
め
ざ

し
、
観
光
協
会
の
運
営
体
制
に
対
す
る
支

援
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
中
で
も
滞

在
・
体
験
型
観
光
は
、
受
け
入
れ
体
制
の
整

備
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
組

織
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
支
援
し
ま

す
。
昨
年
度
、
町
に
お
い
て
実
施
し
ま
し

た
観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
た
に
観
光
協
会
に
お
い
て
継
続

実
施
す
る
運
び
と
な
り
、
今
後
の
積
極
的

な
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
活
動
に

期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
度
、
合
併
５
周
年
を
記
念
し
、
開
催
し

ま
し
た
「
せ
た
な
町
食
と
産
業
ま
つ
り
」

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
、
環
境
を
総
合

的
に
と
ら
え
た
施
策
を
町
民
の
皆
様
と
一

体
と
な
っ
て
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

上
下
水
道
の
整
備

（１）
　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度

２１

か
ら
事
業
着
手
し
た
大
成
区
水
道
施
設
整

備
事
業
は
、
宮
野
峠
下
地
区
か
ら
花
歌
地

区
ま
で
の
約
９
。
７
ｋ
ｍ
の
配
水
管
工
事

な
ど
と
付
帯
す
る
給
水
工
事
を
実
施
し
ま

す
。
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
北
檜
山

市
街
地
で
雨
水
排
水
工
事
を
継
続
す
る
ほ

か
、
各
区
処
理
場
施
設
な
ど
の
営
繕
を
実

施
し
な
が
ら
水
洗
化
率
の
向
上
に
努
め
る

と
と
も
に
、
昨
年
度
か
ら
工
事
着
手
し
た

汚
水
処
理
施
設
整
備
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
事
業
）

が
今
年
度
完
成
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成　
２４

年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。。

　

環
境
衛
生
対
策
の
推
進

（２）
　

住
み
よ
い
生
活
環
境
を
築
く
た
め
、
今

後
も
さ
ら
な
る
家
庭
ご
み
の
減
量
化
や
分

別
収
集
の
徹
底
、
再
資
源
化
な
ど
に
つ
い

て
の
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
推
進
し
、
資

源
ご
み
回
収
事
業
へ
の
助
成
を
引
き
続
き

行
う
と
と
も
に
、
ご
み
の
不
法
投
棄
や
野

焼
き
の
未
然
防
止
な
ど
環
境
保
全
と
環
境

美
化
へ
の
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

（３）
　

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
地
震
を
は
じ

め
火
災
、
風
水
害
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
災
害

か
ら
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
と
と
も

に
、
救
急
救
命
体
制
な
ど
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

交
通
安
全
に
対
す
る
町
民
の
さ
ら
な
る

意
識
の
高
揚
と
関
係
機
関
と
連
携
し
た
子

供
や
高
齢
者
な
ど
に
配
慮
す
る
啓
発
活
動

や
、
交
通
安
全
教
育
な
ど
を
通
し
て
交
通

事
故
防
止
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
犯
罪

や
事
件
・
事
故
な
ど
の
な
い
安
全
で
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
、
地
域

や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
防
犯

活
動
に
努
め
ま
す
。
特
に
近
年
は
、
新
た

な
「
振
込
め
詐
欺
」
や
「
悪
質
商
法
」
な

ど
が
発
生
し
、
そ
の
手
口
も
悪
質
巧
妙
化

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
消
費
者
の
安
全
と

利
益
を
守
る
た
め
的
確
な
情
報
提
供
や
啓

発
活
動
な
ど
に
努
め
ま
す
。
。

　

定
住
基
盤
と
な
る
快
適
な
住
環
境
整
備

を
進
め
る
た
め
、
物
流
促
進
、
観
光
振
興
、

高
次
医
療
施
設
へ
の
搬
送
な
ど
、
広
域
的

な
幹
線
道
路
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
地
域
高
規
格
道
路
の
渡
島

半
島
横
断
道
路
や
開
発
道
路
北
檜
山
大
成

線
を
は
じ
め
と
す
る
国
道
・
道
道
や
町
道

の
整
備
、
港
湾
・
漁
港
の
整
備
、
バ
ス
な

ど
の
公
共
交
通
機
関
の
維
持
、
高
度
情
報

通
信
基
盤
の
充
実
な
ど
、
交
通
・
定
住
を
支

え
る
生
活
基
盤
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

道
路
網
の
整
備

（１）
　

国
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
渡
島
半
島

に
お
け
る
交
通
網
の
整
備
は
地
域
経
済
の

発
展
は
も
と
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
必
要
不
可
欠
で
す
の
で
、
地
域
高
規
格

道
路
「
渡
島
半
島
横
断
道
路
」
及
び
国
道

２
２
９
号
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
引
き
続

き
要
請
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成　

年
度
に

２２

国
か
ら
北
海
道
へ
移
管
さ
れ
ま
し
た
開
発

道
路
北
檜
山
大
成
線
に
つ
い
て
は
、
広
域

観
光
の
促
進
と
産
業
振
興
に
大
き
な
波
及

効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
完

成
に
向
け
関
係
機
関
に
対
し
て
要
請
し
ま

す
。
道
道
に
つ
い
て
は
、
北
檜
山
大
成
線

の
狭
隘
箇
所
の
拡
幅
改
良
の
早
期
完
成

と
、
八
雲
北
檜
山
線
に
つ
い
て
も
緊
急
時

の
二
次
及
び
三
次
医
療
圏
と
な
る
近
隣
医

療
機
関
と
の
連
携
を
推
進
す
る
う
え
か
ら

道
路
改
良
に
つ
い
て
引
き
続
き
要
請
し
ま

多
様
な
交
流
を
生
む

賑
い
の
あ
る
快
適
な
ま
ち

04

自
然
と
共
生
す
る

安
全
な
ま
ち

03
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豊
か
な
人
間
性
と
文
化
を

は
ぐ
く
む
ま
ち

05
み
ん
な
で

つ
く
る
ま
ち

06
す
。
町
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
町
道
満

俺
線
支
線
１
・
２
・
３
号
線
改
良
工
事
が

完
成
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
町

道
雲
内
線
に
つ
い
て
は
、
２
ヶ
年
で
災
害

防
除
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す

　

激
動
す
る
社
会
の
中
で
、
せ
た
な
町
が

益
々
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
本
町
の

有
す
る
潜
在
力
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が

ら
、
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
豊
か
で
活
力

に
満
ち
た
明
る
い
未
来
を
創
造
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
原
動
力

は
何
と
い
っ
て
も
子
ど
も
た
ち
で
あ
り
ま

す
の
で
、
人
材
育
成
の
た
め
教
育
の
質
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
一
層
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
久
遠
小
学
校

移
転
に
伴
う
校
舎
・
屋
体
の
改
修
工
事
を

は
じ
め
学
校
教
育
施
設
及
び
プ
ー
ル
・
図

書
館
な
ど
社
会
教
育
施
設
整
備
、
さ
ら
に

教
員
住
宅
ト
イ
レ
水
洗
化
な
ど
住
環
境
整

備
を
行
い
ま
す
。

　

各
区
と
の
自
治
会
組
織
の
連
携
強
化
を

図
り
、
町
政
へ
の
理
解
と
関
心
を　

深

め
、
町
民
の
意
見
を
町
政
に
反
映
し
て
い

く
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
町
民
一
人
ひ

と
り
の
意
欲
が
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
生
か

さ
れ
る
よ
う
、
町
民
と
行
政
、
町
内
会
や

企
業
な
ど
の
協
力
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

一般会計歳入

予算

一般会計歳出予算金額等特別会計

16億9,684万0千円 　国民健康保険事業特別会計

1億1,601万1千円 　後期高齢者医療特別会計

9億2,393万5千円 　介護保険事業特別会計

6,777万9千円 　介護サービス事業特別会計

7億7,381万6千円 　簡易水道事業特別会計

2,178万1千円 　営農用水道等事業特別会計

8億2,888万7千円 　公共下水道事業特別会計

589万3千円 　漁業集落排水事業特別会計

4,838万6千円 　風力発電事業特別会計

本
年
度
予
算
が
３
月
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
は
前
年
度
か
ら
約
4
％
の
増
額

で
編
成
。
財
政
健
全
化
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、

町
の
活
気
を
生
み
だ
す
事
業
へ
の
活
用
を
図
り

ま
す
。

義務的経費(44.1%)
投資的経費(10.3%)

公債費(19.5%)
16億9,609万円

人件費(18.9%)
16億4,810万７千円

扶助費(5.7%)
　4億9,681万5千円

補助費(18.4%)
16億0,425万1千円

維持補修費(2.6%)
2億2,398万9千円

物件費(13.0%)
11億3,208万9千円

普通建設
事業費(10.3%)
8億9,980万3千円

その他の経費(45.6%)

その他(11.6%)
10億1,269万4千円

歳出合計

87億
1,384万2千円

自主財源（15.1%）
依存財源（84.9%）

国庫支出金(3.6%)
3億1,247万9千円

町債(7.9%)
6億8,820万円

道
支
出
金
(6.0%
)

5億
2,445万

2千
円

地方交付税（64.5%）
56億2,014万7千円

使用料・手数料 （2.5%）
2億1,435万2千円

地
方
譲
与
税
等
(2.9%

)

2億
6,150万

円

町税(7.4%)
6億4,222万円

歳入合計

87億
1,384万2千円

分担金・負担金（2.2%）
1億8,897万5千円

繰入金ほか（3.0%）
2億6,151万7千円

平成23年度

予算金額等企業会計

12億5,310万5千円 　収益的収支
　病院事業会計

8,003万9千円 　資本的支出

87億1,384万2千円

44億8,332万8千円

13億3,314万4千円

一般会計

特別会計

病院事業会計
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学
校
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
せ
た

な
町
教
育
推
進
計
画
に
お
け
る
学
校
教
育

重
点
目
標
「
心
豊
か
に
学
び
、
せ
た
な
町
の

未
来
を
拓
く
人
を
育
む
」
こ
と
に
向
け
て
、

そ
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

繋
幼
児
教
育
の
充
実

　

人
間
形
成
の
基
礎
と
な
る
幼
児
教
育
の

中
核
を
担
う
幼
稚
園
教
育
で
は
、
園
児
一

人
ひ
と
り
に
豊
か
な
感
情
や
意
欲
・
態
度

な
ど
を
育
み
、
発
達
段
階
や
学
び
の
連
続

を
踏
ま
え
た
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

北
檜
山
幼
稚
園
で
は
、
家
庭
と
連
携
し

つ
つ
幼
児
一
人
ひ
と
り
の
内
面
を
理
解

し
、
友
だ
ち
と
の
交
友
や
関
わ
り
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し
た
中
で
、
基
礎
的

生
活
習
慣
や
集
団
性
が
身
に
つ
く
よ
う
指

導
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

罫
義
務
教
育
の
充
実

　

小
学
校
に
お
け
る
新
学
習
指
導
要
領
の

本
格
実
施
に
向
け
て
、
指
導
要
領
の
趣
旨

を
踏
ま
え
た
教
育
課
程
の
編
成
・
実
施
の

推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
中
学
校
に
お
い

て
も
移
行
期
間
の
円
滑
な
実
施
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
主
体
的
な
学
び
を

尊
重
す
る
中
で
、
一
層
「
確
か
な
学
力
」「
豊

か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」
を
育
む
教
育
課

程
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

茎
高
等
学
校
教
育

　

町
立
瀬
棚
商
業
高
等
学
校
は
、
檜
山
管

内
唯
一
の
職
業
高
校
と
し
て
、
創
立　

年
63

目
を
迎
え
る
歴
史
と
伝
統
あ
る
商
業
高
校

で
あ
り
ま
す
が
、
少
子
化
に
伴
う
中
学
校

卒
業
者
の
減
少
に
よ
り
、
誠
に
残
念
な
が

ら
、
平
成　

年
度
よ
り
生
徒
募
集
停
止
と

23

い
た
し
ま
し
た
。
在
校
生
は
2
年
生　
11

名
、
3
年
生
9
名
の
計　

名
と
な
り
ま
す

20

が
、
こ
の
後
、
海
外
見
学
旅
行
や
ワ
ー
プ

ロ
競
技
大
会
、
商
業

教
育
フ
ェ
ア
な
ど
へ

の
派
遣
を
通
し
て
、

「
こ
の
学
校
で
学
ん

で
よ
か
っ
た
」
と
、
誇

り
を
持
っ
て
巣
立
っ

て
い
け
る
よ
う
な
学

校
づ
く
り
を
一
層
推

進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

荊
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

　

学
校
の
経
営
方
針
や
活
動
の
様
子
を
保

護
者
・
地
域
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
学
校

評
議
員
、
保
護
者
・
地
域
の
方
の
意
見
を
取

り
入
れ
た
学
校
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
自
己
評
価
、
学
校
関
係
者

評
価
等
の
実
施
・
公
表
を
進
め
、
地
域
に
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

蛍
教
職
員
の
資
質
能
力
の
向
上

　

校
内
研
修
を
は
じ
め
、
各
区
で
の
交
流

学
習
、
町
教
育
研
究
会
で
の
サ
ー
ク
ル
研

究
や
授
業
研
究
会
の
実
施
な
ど
、
教
職
員

が
相
互
に
教
育
実
践
力
を
高
め
る
研
修
活

動
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
管
内
・
道
内
の
各
種
研
修
会
や
研
修
機

関
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

計
生
徒
指
導
の
充
実
と
、
子
ど
も
の
安
心
・

　

安
全
確
保

　

生
徒
指
導
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
全
教

職
員
に
よ
る
生
徒
指
導
体
制
を
確
立
し
、

管
理
職
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
組

織
的
な
対
応
に
努
め
る
と
と
も
に
、
保
護

者
、
教
育
委
員
会
等
関
係
機
関
と
の
連
携

を
密
に
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

子
ど
も
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
各

校
で
の
「
学
校
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
点
検
・
見
直
し
を
進
め
る
と
と
も
に
、
各

区
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
子
ど
も
の
安
全

を
守
る
連
絡
協
議
会
」
や
関
係
機
関
・
団

体
等
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
登
下
校
時

や
学
校
外
活
動
に
お
け
る
安
心
・
安
全
確

保
と
安
全
指
導
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

詣
教
育
環
境
・
条
件
整
備

　

平
成　

年
度
は
、
耐
震
診
断
に
よ
り
補

23

強
・
建
替
え
が
必
要
と
な
っ
た
久
遠
小
学

校
が
大
成
中
学
校
へ
移
転
す
る
こ
と
か

ら
、
大
成
中
学
校
校
舎
の
改
修
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
国
の
経
済
対
策
に
伴

う
平
成　

年
度
補
正
予
算
の
繰
越
事
業
に

22

よ
り
、
北
檜
山
中
学
校
屋
上
防
水
工
事
、

瀬
棚
小
学
校
体
育
館
屋
上
改
修
工
事
等
も

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

適
正
な
学
校
配
置
計
画
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
小
学
校　

校
の
う
ち
7
校
が
複
式

10

学
校
教
育
の
推
進

平
成　

年
度
教
育
行
政
執
行
方
針

23ふ
る
さ
と
の
未
来
を
創
る

  
新
し
い
せ
た
な
の
教
育

髙
野
教
育
長
が
本
年
度
の
町
教
育
行
政
執
行
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、「
教
育
は
町
づ
く
り
、
人
づ
く

り
の
根
幹
を
成
す
営
み
で
あ
る
」
と
の
考
え
の
も
と
に
、
総
合
的
な
教

育
行
政
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
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小
規
模
校
で
あ
り
、
な
お
か
つ
年
々
児
童

数
が
減
少
し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

児
童
が
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
や
体
験
を
通

し
て
豊
か
な
社
会
性
を
身
に
付
け
、
よ
り

逞
し
く
成
長
し
て
い
く
た
め
に
適
正
な
学

校
規
模
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

社
会
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
せ
た

な
町
教
育
推
進
計
画
に
お
け
る
社
会
教
育

重
点
目
標
「
心
豊
か
に
学
び
、
と
も
に
高
め

あ
う
、
せ
た
な
町
を
め
ざ
す
」
こ
と
に
向
け

て
、
そ
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

繋
生
涯
学
習
を
促
進
す
る
社
会
教
育
活
動

　

当
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
生
活
環

境
、
さ
ら
に
地
域
の
教
育
資
源
な
ど
を
活

か
し
な
が
ら
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実

現
の
た
め
、
全
町
的
な
生
涯
学
習
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

　

地
域
教
育
力
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
む

た
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
つ
つ
、
地
域
全

体
で
教
育
に
取
り
組
む
体
制
づ
く
り
が
必

要
で
す
。
平
成　

年
度
か
ら
国
の
委
託
事

20

業
と
し
て
は
じ
ま
り
ま
し
た
学
校
支
援
地

域
本
部
事
業
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

支
援
体
制
が
確
立
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
成

果
を
今
後
に
も
活
か
す
た
め
、
委
託
事
業

が
終
了
す
る
平
成　

年
度
も
引
き
続
き
実

23

施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

各
期
に
お
け
る
社
会
教
育
活
動
の
促
進

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
活
動

を
進
め
な
が
ら
、
町
づ
く
り
に
大
き
く
貢

献
し
て
お
り
ま
す
女
性
団
体
や
高
齢
者
大

学
の
一
層
の
活
動
充
実
の
た
め
、
引
き
続

き
そ
の
自
主
的
な
運
営
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

読
書
活
動
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
を
基
本
に
、
読

書
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
平
成　

年
度
は
、
新
生
児
等
を

23

対
象
に
絵
本
に
親
し
む
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
」
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
家
庭
に
お
け
る
子
育
て
や
ふ
れ
あ

い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
大
き
く
期
待

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
そ
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

罫
青
少
年
の
健
全
育
成

　

家
庭
教
育
は
、
子
ど
も
が
基
本
的
な
生

活
の
習
慣
や
生
活
能
力
、
豊
か
な
情
操
や

善
悪
の
判
断
な
ど
を
身
に
つ
け
る
う
え
で

そ
の
役
割
は
大
き
く
、
す
べ
て
の
教
育
の

出
発
点
と
し
て
生
涯
学
習
社
会
の
基
礎
づ

く
り
を
担
う
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

家
庭
教
育
学
級
な
ど
子
育
て
を
支
援
す
る

学
習
機
会
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
願
い
実
施
し
て
お
り
ま
す
町
外
で
の
宿

泊
研
修
を
通
じ
た
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養

成
事
業
、
放
課
後
や
休
日
を
活
用
し
た
体

験
活
動
を
柱
と
す
る
「
せ
た
な
っ
子
を
育

て
る
健
全
育
成

事
業
」
の
さ
ら
な

る
拡
充
を
進
め

る

と

と

も

に
、

子
ど
も
育
成
会

の
活
動
支
援
・
連

携
を
深
め
て
ま

い
り
ま
す
。

茎
芸
術
・
文
化
の
振
興

　

町
民
が
地
域
を
愛
し
、
そ
の
文
化
に
誇

り
を
持
ち
、
様
々
な
文
化
活
動
を
地
域
に

根
付
か
せ
、
多
彩
に
展
開
で
き
る
よ
う
芸

術
文
化
活
動
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
、
活
動
の
中
心
と
な
る
文

化
協
会
が
担
う
役
割
は
大
き
く
、
そ
の
積

極
的
な
活
動
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
常
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
支
援
す
る

と
と
も
に
、
町
民
文
化
祭
な
ど
町
民
の
交

流
・
発
表
の
場
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
文
化
財
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ふ
る
さ
と
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
地
域

の
財
産
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を

後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
郷
土
資
料
館
で

の
適
切
な
整
理
・
保
存
、
埋
蔵
文
化
財
の
保

護
・
活
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

荊
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

多
く
の
町
民
が
、
日
常
的
に
ス
ポ
ー
ツ

や
健
康
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
各

種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
講
座
の
開
催
や
町
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
体

育
指
導
委
員
等
と
連
携
し
、
新
し
い
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
促
進
、
さ
ら
に
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
等
の
全
道
・
全
国
大
会
参
加
経
費

の
助
成
な
ど
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

蛍
国
際
交
流
の
充
実

　

国
際
交
流
の
推
進
と
し
て
北
海
道
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
が

毎
年
実
施
し
て
お

り
ま
す
「
国
際
交

流
夏
の
つ
ど
い
」

に
つ
い
て
は
、
関

係
団
体
の
協
力
の

も
と
本
年
度
も
受

け
入
れ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
・
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
市
と
の
姉

妹
都
市
交
流
に
つ
い
て
は
、
平
成
３
年
の

提
携
以
来　

年
を
数
え
ま
す
が
、
平
成　

20

23

年
度
は
成
人
５
人
を
募
り
、
ハ
ン
フ
ォ
ー

ド
市
を
訪
問
す
る
こ
と
か
ら
、
姉
妹
都
市

交
流
推
進
協
議
会
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

社
会
教
育
の
推
進
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せたな町重度身体障害　せたな町重度身体障害者者
タクシー料金助成につい　タクシー料金助成についてて

　せたな町では重度身体障害者に対してタクシーを利用する際の料金の一部を助成しております。

　対象者及び助成額は下記のとおりです。助成を希望する方は身体障害者手帳を持参のうえ、役場

福祉係で手続きを行ってください。

　手帳の提示がない場合は、タクシー利用助成はできません。また、本人及び本人と同乗する方に

限ります。

　■申請窓口・問い合わせ先
　　●役場保健福祉課福祉係（健康センター内） 撮0137-84-5111
　　●瀬棚総合支所　地域町民課福祉係　　　　 撮0137-87-3311
　　●大成総合支所　地域町民課福祉係　　　　 撮01398-4-5511

平

成

2
3
年

度

※『自動車税の免除を受けている場合』通年交付の対象となりませんが、冬期間（〜３月）に通院

　等で利用する場合に限り６枚を限度として交付します。（１１月から申請を受付てます。）

　申請される方は、身体障害者手帳を持参のうえ、役場・福祉係まで申請願います。

　申請書は「せたな町公式ホームページ・申請書等ダウンロード・障がい福祉関係各種申請書」か

らもダウンロード可能です。なお、ご不明の点がありましたら、下記連絡先までお願いします。

　提出する書類

　　●重度身体障害者タクシー料金助成申請書

　　●町税等納付状況確認同意書　●身体障害者手帳のコピー

興このサービスは「せたな町町税等の滞納に対する行政サービスの制限措置に関する条例」の対象

　サービスとなっております。

　年額１１,２８０円（基本料金４７０円×２４回）助成。

　ただし、申請月により月割交付します。

●助成額

●対象になる要件

要　　　件障がい

　①１級または２級の下肢障害者及び体幹障害者

　②１級の視覚障害者及び内部障害者

　③下肢障害者又は体幹障害が３級または４級で、かつ他の障害名が加わり

　　総合して１級又は２級の重度障害者

身　体

◎平成21年度課税以後の町税等を滞納されている方

◎自動車税の免除を受けている（通年交付の場合）

●対象にならない要件
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①今年の選挙

　●4月10日

　　北海道知事選挙及び北海道議会議員選挙の投票日

　●4月24日　

　　せたな町議会議員選挙の投票日

②投票所の閉鎖時刻の変更

　すべての投票所の閉鎖時刻を午後6時とします

　●せたな町民ふれあいプラザ（第１投票所）

　●北檜山小学校（第6投票所）

　●瀬棚児童会館（第25投票所）　の投票所についても

　閉鎖時刻午後７時から午後6時に変更します。

③選挙当日の投票所の変更（第17投票所）

　旧）大成青少年会館

　　　　　革
　新）大成町民センター

　＊今後行う選挙についても、第17投票所は大成町民セ

　　ンターで行う予定です。

④期日前投票所の変更（大成区）

　旧）大成町民センター

　　　　　革
　新）大成総合支所

　＊今後行う選挙についても、期日前投票所は大成総合

　　支 所で行う予定です。

　以上についてお間違えのないようお願いします。

選挙選挙のの
お知らお知らせせ

■■問い合わせ問い合わせ先先
選挙管理委員会事務局　　選挙管理委員会事務局　撮撮0137-84-5110137-84-51111

函館バス時刻改正等のお知らせ

函館バスの瀬棚線の時刻が次のとおり一部改正となります。

　●改正日　4月1日（金）から

　●改正路線

　【現行時刻】

革
　【改正後時刻】

函館バスの瀬棚線と快速瀬棚号の次の区間が、上下線とも全ての停留所に停車します。

　●改正日　4月1日（金）から

　●改正内容

　　瀬棚線　　　岳　国道5号線の町営住宅前〜長万部ターミナル間
　　快速瀬棚号　岳　上三本杉〜今金間

■問い合わせ先／函館バス北桧山出張所　撮0137-84-5434

上三本杉瀬棚市街北桧山玉川公園桧山北高今　金
種　川
小学校

ピリカ
ダ　ム

国縫長万部駅
長  万  部
ターミナル

12:3512:3212:2212:1312:1112:0011:5011:2111:0510:5310:47

上三本杉瀬棚市街北桧山玉川公園桧山北高今　金
種　川
小学校

ピリカ
ダ　ム

国縫長万部駅
長  万  部
ターミナル

13:0012:5712:4712:3812:3612:2512:1511:4611:3011:1811:12
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ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
終
了
が
間

近
な
こ
と
は
、
テ
レ
ビ
画
面
の

上
下
の
お
知
ら
せ
文
や
地
デ
ジ

カ
か
ら
の
お
知
ら
せ
に
よ
り
、

皆
さ
ん
も
う
ご
存
じ
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
７
月　
２４

日
ま
で
に
完
全
に
終
了
し
ま
す

の
で
、
テ
レ
ビ
の
買
い
替
え
や

チ
ュ
ー
ナ
ー
の
取
り
付
け
に
つ

い
て
の
早
め
の
準
備
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
が
、
な
か
に
は
テ

レ
ビ
の
買
い
替
え
だ
け
で
は
見

る
こ
と
が
で
き
ず
、
ア
ン
テ
ナ

の
調
整
な
ど
が
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で
は
、

ま
だ
４
ヶ
月
あ
る
！
さ
れ
ど
、

も
う
４
ヶ
月
し
か
な
い
！
と
い

う
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
早
め

の
準
備
を
お
勧
め
し
ま
す
。

デジタルテレビ放送を見るためデジタルテレビ放送を見るためのの
準備はおすみですか準備はおすみですか？？

警察官募集警察官募集鎧鎧

北海道警察では次のとおり警察官を募集します。

●採用人員・受験資格

●申込受付

　４月１日（金）〜４月１３日（水）

●一次試験

　５月８日（日）

　その他詳しい内容については、お近くの駐在所・交番又

は、せたな警察署まで。

■問い合わせ先

　せたな警察署（北檜山区徳島４番地17）

　　撮0137-84-6110

  昭和54年4月2日

〜

  平成6年4月1日まで

  に生まれた方

  大学卒

（24年3月卒業見込を

含む）

　男性A（155名）

　女性A  （25名）

  A以外の方

（高校在学中を除く）

　男性B  （55名）

　女性B  （10名）

地デジのことなら、
なんでもご相談ください！

でんわ 
急げ外

デジサ デジサポポへ  0138-38-0101

平日9:00-21:00　土日祝9:00-18:00

「デジサポ道南」は、

総務省北海道南テレビ受信者支援センターの愛称です。

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

函館地方法務局から函館地方法務局からのの
お知らお知らせせ

　函館地方法務局八雲出張所は、

「寿都支局」と統合を行い、3月22

日から「函館地方法務局八雲支局」

となりました。

　今後につきましては、従前から

取り扱っている不動産登記・供託

に関する業務に加え、戸籍・人権

擁護に関する業務も取り扱うこと

となりましたので、お知らせいた

します。

　また、常設の人権相談所（相談

無料）を開設しておりますので、

お気軽にご利用願います。

■問い合わせ先

　函館地方法務局総務課

　　　　撮0138-23-7511

　函館地方法務局八雲支局

　　　　撮0137-62-2208

「東北地方太平洋沖地震「東北地方太平洋沖地震」」
情報サイト開情報サイト開設設

〜北海　　　　　　 〜北海道道

　「平成23年東北地方太平洋沖地

震」に関して、北海道では、被災

された方への支援・相談窓口や、

道民の皆さんへの情報などをま

とめた情報サイトを開設いたし

ました。

北海道の公式ホームページ内

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/

                    ktk/bosaijohosite.htm

北海道公式ホームページ

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/

■問い合わせ先

　総務部危機対策局

　危機対策課危機調整グループ

　撮011-231-4111（内線22-557）
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　３月９日せたな消防署において「消防団協力事業所表示

制度・表示証」交付式が行われました。

　この制度は、地域防災の中核的存在である消防団の活動

に対して、その便宜や従業員の入団促進など事業所として

の協力が、地域への社会貢献として広く認められ、表示証

の交付により事業所の信頼性が向上するとともに、地域防

災体制の一層の充実を図るためのもので、このたび北檜山

区の４事業所が認定され交付を受けました。

檜山広域行政組合消防団協檜山広域行政組合消防団協力力
事業所表示制度・表示証交付事業所表示制度・表示証交付式式

　【対象事業所】
　　●特別養護老人ホームきたひやま荘（北檜山区豊岡337番地1）
　　●有限会社神野商店（北檜山区北檜山367番地）
　　●有限会社マーク（北檜山区北檜山136番地1）
　　●新函館農業協同組合若松支店（北檜山区若松300番地1）

東北地方太平洋沖大地震の被災地支援につい東北地方太平洋沖大地震の被災地支援についてて
　

営業時間の短縮（午後1時から午後9時までの営業）　公営温泉（いこいの家、やすらぎ館）

営業時間の短縮（午後1時から午後8時までの営業）　大成国民温泉保養センター

日中の暖房及び電気は付けない（午前9時から午後5時）
3月20日から4月3日、4月17日から30日まで夜間閉鎖
（午後5時以降）

　町民体育館、B&G体育館

午後5時以降閉館　図書館（3区とも）

夜の学校開放（北檜山小学校、北檜山中学校）午後６時
から午後８時までの利用（午後７時以降は暖房切）
温度設定を下げて、節電・節油に努めます。

　学校関係

温度設定を22℃から20℃　役場庁舎の暖房

　＊役場、その他施設についても、節電・節油に努めますのでご協力お願いいたします。

　3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震は、非常に大きな津波を伴って、東北地方を

はじめとした東日本に甚大な被害をもたらしました。

　さらに未曾有の原子力発電災害危機にも直面しております。

　せたな町は、被災地の皆さまに心よりお見舞い申し上げますと共に、災害見舞金500万

円を日本赤十字社北海道支部に寄託し、また、水産施設に甚大な被害を受けた八雲町へ

見舞金100万円を届けることといたしました。

　町民の皆さまには町・町社会福祉協議会・町内連合会等が連名で3月24日から見舞金の

募金活動を始めますので何卒温かいご支援ご協力をお願いします。

　この他、政府から国民に呼びかけられている被災地以外に対する節電や燃料供給不足

への節減などの協力支援に対し、町施設等につきまして、次のとおり協力支援すること

といたしましたので、町民皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。
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health

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

　
　

〜
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
し
よ
う
〜

今月の担当

瀬棚区

佐瀬由希子で
す

コ
リ
ド
ー
ル
交
流
情
報

コ
リ
ド
ー
ル
交
流
情
報
館館

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
ててててててててててててててててててててててててててててて
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ

っ
て
み
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
ううううううううううううううううううううううううううううう
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
う
！
ととととととととととととととととととととととととととととと
ななななななななななななななななななななななななななななな
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

と
な
り
まままままままままままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
ち
〜

長
万
部
町                                      

〜
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
〜

あ
や
め
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

あ
や
め
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
４
月　

日
に

１５

オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。
全　

ホ
ー
ル
の
ほ
か
、

３６

町
花
で
あ
る
「
あ
や
め
」
な
ど
の
花
壇
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
６
月
下
旬
〜
７
月
中
旬
に
は
、
多
数
の

「
あ
や
め
」
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
●
プ
レ
ー
代
（
町

外
）
/
１
日
券
大
人
5
0
0
円
、
小
人
3
0
0
円
、

そ
の
他
回
数
券
も
あ
り
●
用
具
貸
出
無
料
●
お
問

い
合
わ
せ
先
/
役
場
建
設
課
撮
0
1
3
7
7
・
2
・

2
4
5
6

八
雲
町                                         

春
か
ら
シ
ェ
イ
プ
・
ア
ッ
プ
鎧

『
八
雲
町
温
水
プ
ー
ル
』

4
月
下
旬
か
ら
は
、
幼
児
・
小
学
生
、
一
般
を
対
象

に
「
水
泳
・
水
中
運
動
教
室
」
が
開
か
れ
ま
す
。
町

外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
1

回　

分
程
度
の
水
泳
・
水
中
運
動
「
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

15
ア
ド
バ
イ
ス
」
も
実
施
中
外
お
気
軽
に
声
を
お
か
け

く
だ
さ
い
。
●
開
館
時
間
/
水
〜
金
曜
日　

時
〜

１４

　

時　

分
、
土
曜
日　

時
〜　

時
●
使
用
料
/
大

２０

３０

１４

１７

人
３
０
０
円
、
高
校
生
・
６
０
歳
以
上
２
０
０
円
、

小
・
中
学
生
１
０
０
円
●
問
い
合
わ
せ
先
/
八
雲
町

温
水
プ
ー
ル
撮
0
1
3
7
・
6
3
・
3
2
3
8

八
雲
町
熊
石
地
域　
                         

４
月　

日
オ
ー
プ
ン
外

２９

熊
石
青
少
年
旅
行
村

平
田
内
川
沿
い
に
広
が
る
キ
ャ
ン
プ
場
「
熊
石
青
少

年
旅
行
村
」。
広
大
な
芝
生
に
お
お
わ
れ
、
ほ
ど
よ

く
点
在
す
る
樹
木
が
爽
や
か
な
木
陰
を
つ
く
り
出

し
ま
す
。
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
・
キ
ノ
コ
ロ
グ
は
子
ど
も

に
大
人
気
。
ま
た
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
施
設
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
、
キ
ャ
ビ
ン
な
ど
宿
泊
で
も

日
帰
り
で
も
十
分
満
足
い
た
だ
け
ま
す
。
●
入
村

料
/
（
１
人
１
日
）　

小
・
中
学
生
２
０
０
円
、
高

校
生
以
上
４
０
０
円
●
問
い
合
わ
せ
先
/
旅
行
村

管
理
棟
撮
0
1
3
9
8
・
2
・
3
7
1
6

今
金
町                                         

４
月
下
旬
（
予
定
）
オ
ー
プ
ン
鎧

『
奥
美
利
河
温
泉
山
の
家
』

冬
期
間
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
「
奥
美
利
河
温
泉
山
の

家
」
が
４
月
下
旬
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。
山
中

に
た
た
ず
む
「
山
の
家
」。
ち
ょ
っ
と
ぬ
る
め
の
温

釜
保
健
師
か
ら
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は

若
く
て
も
安
心
で
き
な
い
！

ロ
コ
モ
の
原
因
は
？

「要介護となった原因」
厚生労働省

国民生活基礎調査　平成19年

と
全
体
の
約
2
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
と

も
に
、
社
会
の
高
齢
化
の
な
か
で
重
要
な

社
会
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

主
な
原
因
は
３
つ
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。「
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
低
下
」「
筋
力
の

低
下
」「
骨
や
関
節
の
病
気
」（
骨
粗
し
ょ

う
症
、
変
形
性
膝
関
節
症
、
脊
柱
管
狭
窄

症
な
ど
）
で
す
。
こ
れ
ら
は
加
齢
に
よ
っ

て
多
か
れ
少
な
か
れ
誰
で
も
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
な
り
や
す
い
人

と
な
り
に
く
い
人
が
い
る
の
も
事
実
で

す
。
そ
の
違
い
は
、
日
頃
の
体
の
使
い
方

や
動
か
し
方
が
最
も
大
き
く
関
係
し
て

い
ま
す
。

　

特
別
な
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
く
て
も
、
階

段
を
使
っ
た
り
よ
く
歩
い
た
り
と
、
日
常

的
に
か
ら
だ
を
動
か
し
て
い
る
人
は
ロ

コ
モ
に
な
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

日
頃
の
体
重
管
理
も
肥
満
が
原
因
の
偐
膝

や
腰
の
痛
み
做
を
予
防
し
、
結
果
と
し
て

ロ
コ
モ
対
策
に
つ
な
が
り
ま
す
。
逆
に
、

か
ら
だ
を
甘
や
か
し
過
ぎ
て
い
る
人
は

筋
力
や
骨
量
も
落
ち
、
一
見
健
康
そ
う
で

　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
以
下

ロ
コ
モ
）
は
運
動
器
症
候
群
と
訳
さ
れ
ま

す
。
骨
、
関

節
、
筋

肉
、
腱
（
け

ん
）、

靭
帯
（
じ
ん
た
い
）、
神
経
な
ど
運
動
に
か

か
わ
る
器
官
や
組
織
を
総
称
し
て
運
動

器
と
い
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
が
衰
え
て

立
っ
た
り
歩
い
た
り
す
る
こ
と
が
難
し

く
な
り
、
要
介
護
や
寝
た
き
り
に
な
っ
た

り
、
そ
う
な
る
危
険
の
高
い
状
態
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
高
齢
の
方
が
介
護
の
必

要
と
な
る
原
因
を
調
べ
る
と
、
関
節
の
疾

患
や
転
倒
・
骨
折
を
合
わ
せ
る
と
、
な
ん

 ●スクワット
正しい方法で行うこと。1回の動作に10〜12秒かけてゆっくり行い、
5〜10回を1セットとし、1日3セットを目標に

前傾姿勢になり、バラン
スをとる。手が前に出
てもかまわない。足は踵から３０度くらい

外に開き、体重が足の
裏の真ん中にかかるよ
うにする。

膝がつま先よりも前にでないように
する。

死

獅 獅

死

虚

許

距鋸
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も
、
将
来
的
に
ロ
コ
モ
も
し
く
は
ロ
コ
モ

予
備
軍
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え

ま
す
。

　
　

歳
を
過
ぎ
る
と
運
動
器
の
不
調
を

50
訴
え
る
人
が
急
増
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

そ
う
い
わ
れ
て
み
る
と
、「
腰
が
痛
い
」
と

か
「
膝
が
痛
い
」
と
感
じ
て
い
ま
せ
ん

か
？

　

皆
さ
ん
は
片
足
立
ち
で
靴
下
が
履
け

ま
す
か
？
家
の
中
で
つ
ま
ず
い
た
り
転

ん
だ
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

階
段
を
上
る
の
に
手
す
り
が
必
要
で
す

か
？

 　

「
健
康
の
た
め
に
運
動
！
」
と
思
い

立
っ
て
も
、
筋
肉
や
骨
が
弱
り
き
っ
て
い

た
ら
始
め
る
こ
と
さ
え
で
き
ま
せ
ん
。

「
今
は
ま
だ
大
丈
夫
！
」
と
思
う
方
も
体

力
低
下
は　

〜　

代
か
ら
始
ま
っ
て
い

30

40

ま
す
の
で
、
早
め
の
対
策
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
！ 

　

具
体
的
に
は
ス
ク
ワ
ッ
ト
や
開
眼
片

足
立
ち
な
ど
の
筋
力
と
バ
ラ
ン
ス
機
能

を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
運
動
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
自
転
車
こ
ぎ
、
太
極
拳
な
ど
の
有
酸

素
運
動
を
組
み
合
わ
せ
る
と
よ
り
効
果

的
で
す
。
開
眼
片
足
立
ち
は
左
右
１
分

間
ず
つ
１
日
３
回
行
う
こ
と
で
、
足
の
骨

密
度
が
増
え
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
テ
レ
ビ
の
合
間
に
１
分
、
始
め
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
車
を
使
う

こ
と
が
多
い
方
は
近
場
の
買
い
物
は
歩

い
て
行
く
よ
う
に
す
る
な
ど
自
分
の

泉
は
、
ゆ
っ
く
り
つ
か
れ
る
癒
し
の
空
間
。
自
然

が
贅
沢
だ
と
感
じ
る
瞬
間
で
す
。
●
料
金
/
日
帰

り
入
浴
、
大
人 
3
0
0
円
、
小
学
生 
1
5
0
円
、

幼
児 
無
料
●
宿
泊
料
/
大
人 
5
、
5
5
7
円
〜
、

小
学
生 
4
、
7
7
7
円
〜
（
１
泊
２
食
付
税
込
み
）

●
問
い
合
わ
せ
、
予
約
申
し
込
み
先
/
ク
ア
プ
ラ

ザ
ピ
リ
カ
撮
0
1
3
7
・
8
3
・
7
1
1
1

せ
た
な
町
北
檜
山
区                  　
   

４
月
９
日
（
予
定
）
オ
ー
プ
ン
鎧

『
北
檜
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
』

全
道
屈
指
の
広
さ
を
誇
る
北
檜
山
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
、
４
月
９
日
（
予
定
）
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
遊
楽
部
岳
も
望
め
る
雄
大
な
自
然

の
中
で
、
思
い
っ
き
り
プ
レ
ー
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
●
１
ラ
ウ
ン
ド
／
高
校
生
以
上
３
０
０
円
、

中
学
生
以
下
・
７
０
歳
以
上
１
０
０
円
●
１
日
券
／

そ
れ
ぞ
れ
１
ラ
ウ
ン
ド
の
２
回
分
●
回
数
券
／
１

２
ラ
ウ
ン
ド
用
３
、
０
０
０
円
●
用
具
一
式
／
２

０
０
円
●
問
い
合
わ
せ
先
／
産
業
振
興
課
撮
0
1

3
7
・
8
4
・
5
1
1
1 
、
北
檜
山
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
撮
0
1
3
7
・
8
6
・
0
5
3
0

せ
た
な
町
瀬
棚
区                            

ご
予
約
受
付
中
で
す
！

せ
た
な
青
少
年
旅
行
村

せ
た
な
青
少
年
旅
行
村
が
４
月
中
旬
よ
り
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
水
洗
ト
イ

レ
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
暖
房
器
具
な
ど
設
備
が
充

実
し
て
い
る
人
気
の
ケ
ビ
ン
は
毎
年
さ
く
さ
ん
の

ご
予
約
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

バ
ン
ガ
ロ
ー
や
持
込
テ
ン
ト
サ
イ
ト
も
あ
り
ま
す

の
で
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
瀬
棚
総
合
支
所
撮
0
1
3
7
・

8
7
・
3
3
1
1

せ
た
な
町
大
成
区                            

身
も
心
も
あ
っ
た
か

国
民
宿
舎
『
あ
わ
び
山
荘
』

貝
取
澗
渓
谷
の
雄
大
な
自
然
に
ひ
っ
そ
り
と
抱
か

れ
て
い
る
「
あ
わ
び
山
荘
」。
露
天
風
呂
に
つ
か
り

な
が
ら
心
と
身
体
を
癒
し
、
地
元
の
旬
の
素
材
を

い
か
し
た
郷
土
料
理
で
ゆ
っ
た
り
と
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
※
４
月　

日
ま
で

２０

歓
送
迎
会
プ
ラ
ン
（
要
予
約
）
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

宴
会
当
日
は
入
浴
無
料
！
次
回
利
用
お
風
呂
券
が

つ
き
、
さ
ら
に　

名
単
位
で
の
特
典
も
あ
り
ま
す

10

の
で
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
●
場

所
／
せ
た
な
町
大
成
区
貝
取
澗
●
宿
泊
料
／
大
人

7
、
6
0
0
円
、
小
学
生
6
、
0
6
0
円
、
幼
児
1
、

4
6
0
円
（
寝
具
の
ご
利
用
の
み
）
●
お
問
い
合
わ

せ
先
／
国
民
宿
舎
あ
わ
び
山
荘
撮
0
1
3
9
8
・

4
・
5
5
2
2

予
防
は
体
力
低
下
を
感
じ
始
め
る

　

〜　

代
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
！

30

40

ペ
ー
ス
で
楽
し
く
行
う
こ
と
、
何
よ
り
続

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

筋
力
ア
ッ
プ
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も

可
能
で
す
！
今
日
か
ら
初
め
て
み
ま
せ

ん
か
？

①
姿
勢
を
見
直
す
外

　

猫
背
に
な
っ
て
い
た
り
、
お
腹
を
突
き

出
し
た
よ
う
な
姿
勢
に
な
ら
な
い
よ
う

意
識
す
る
だ
け
で
も
、
か
ら
だ
は
長
持
ち

し
ま
す
。 

②
小
ま
め
に
体
を
動
か
す
外

　

筋
肉
や
骨
は
、「
か
ら
だ
は
動
か
す
も

の
」
と
い
う
指
令
が
伝
わ
る
と
、
い
く
つ

に
な
っ
て
も
強
く
な
ろ
う
と
し
、
老
化
予

防
に
な
る
の
で
す
。 

③
小
さ
な
痛
み
も
見
逃
さ
な
い
外

　

痛
み
は
最
も
分
か
り
や
す
い
か
ら
だ

か
ら
の
サ
イ
ン
。
運
動
や
体
操
の
途
中
・

直
後
・
翌
日
に
痛
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

※
痛
み
が
あ
る
場
合
は
一
旦
運
動
を
中
断

し
、
そ
れ
で
も
痛
み
が
残
る
場
合
は
整
形
外

科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

④
食
事
は
か
ら
だ
作
り
の
基
本
外

　

骨
を
丈
夫
に
す
る
た
め
に
は
、
若
い
頃

か
ら
の
食
事
も
大
切
。

積
極
的
に
摂
り
た
い
栄
養
素

・
カ
ル
シ
ウ
ム
…
牛
乳
な
ど

・
ビ
タ
ミ
ン
D
（
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を

高
め
る
）
…
魚
全
般
、
き
く
ら
げ
な
ど

・
ビ
タ
ミ
ン
K
（
骨
の
質
を
高
め
る
）
…

小
松
菜
、
納
豆
、
ニ
ラ
な
ど

⑤
ス
ト
レ
ッ
チ
は
ゆ
っ
く
り
と
外

　

ス
ポ
ー
ツ
の
前
後
に
は
、
必
ず
ゆ
っ
く

り
と
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
こ
と
。

⑥
ス
ポ
ー
ツ
は
加
減
も
大
切
外

　

急
激
に
飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り
す
る
ス

ポ
ー
ツ
を
激
し
く
行
っ
た
り
す
る
と
関

節
や
軟
骨
を
痛
め
る
原
因
に
。
自
分
に

合
っ
た
運
動
量
を
知
り
、
激
し
く
か
ら
だ

を
使
い
過
ぎ
な
い
こ
と
！ 

ロ
コ
モ
予
防
の
６
か
条

 ●片足立ち
一人で歩けるが、杖やシルバーカーが必要な場合、
あるいは杖や伝い歩きなどで移動している場合。
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習 ・だ・よ・り
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▼
♪
白
い
マ
ッ
ト
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
に

〜
。
そ
の
昔
人
気
を
博
し
た
ア
ニ
メ

「
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
」
の
主
題
歌
で
あ

る
。
あ
れ
か
ら　

年
、
彼
は
再
び
ス

40

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
中
に
。

▼
孤
児
院
で
育
っ
た
主
人
公
・
伊
達
直

人
は
、
悪
役
レ
ス
ラ
ー
を
養
成
す
る

「
虎
の
穴
」
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
、
特
訓

を
受
け
る
。
や
が
て
、
タ
イ
ガ
ー
マ

ス
ク
と
し
て
プ
ロ
レ
ス
界
に
デ

ビ
ュ
ー
し
た
彼
は
、
自
分
と
同
じ
よ

う
な
生
い
立
ち
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
フ
ァ
イ
ト
マ
ネ
ー
の
一
部
を

孤
児
院
へ
…
。
そ
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー

だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

▼
昨
年
の
暮
れ
、
あ
る
児
童
相
談
所

に
ラ
ン
ド
セ
ル
が
寄
贈
さ
れ
た
。
そ

の
送
り
主
の
名
前
が
「
伊
達
直
人
」

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
タ
イ
ガ
ー
マ
ス

ク
現
象
」
と
名
付
け
ら
れ
、
ま
た
た
く

間
に
全
都
道
府
県
へ
と
広
が
り
を
見

せ
た
。
殺
伐
と
し
た
事
件
が
続
く
中
、

心
が
ポ
ッ
と
温
か
く
な
る
ニ
ュ
ー
ス

だ
っ
た
。

▼
国
民
性
な
の
か
、
日
本
人
は
奉
仕

や
寄
付
と
い
っ
た
行
為
を
気
恥
ず
か

し
く
感
じ
、
名
前
を
明
か
さ
な
い
こ

と
が
美
徳
と
さ
れ
て
き
た
よ
う
だ
。

今
回
の
匿
名
の
行
い
が
共
感
を
呼
ん

だ
由
縁
で
も
あ
り
、「
日
本
も
ま
だ
捨

て
た
も
の
じ
ゃ
な
い
な
。」
と
の
思
い

の
方
も
多
か
っ
た
ろ
う
。

▼
こ
の
善
行
が
、
つ
む
じ
風
の
よ
う

に
、
一
過
性
の
も
の
と
し
て
終
わ
ら

ぬ
よ
う
に
し
た
い
も
の
。
こ
れ
ま
で
、

地
道
に
応
援
し
て
こ
ら
れ
た
方
々
の

よ
う
に
、
目
立
た
ず
と
も
、
気
負
わ

ず
、
「
息
の
長
い
支
援
」
へ
と
伝
播
し

て
い
く
こ
と
を
願
う
。
ま
た
、
何
ら

か
の
理
由
で
保
護
さ
れ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
や
児
童
養
護
施
設
な
ど
へ
の
、

物
心
両
面
に
わ
た
る
支
援
シ
ス
テ
ム

の
確
立
を
望
む
。

▼
４
月
、
「
虎
の
子
」
と
も
い
え
る
、

真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
、
新
一
年
生
と
し
て

小
学
校
へ
入
学
す
る
。
ど
う
か
、
明

る
い
笑
顔
で
、
楽
し
い
学
校
生
活
を

送
っ
て
ほ
し
い
も
の
。

第39回 水仙まつりロードレース大会 ５月８日（日）９時３０分第39回　水仙まつりロードレース大会　５月８日（日）９時３０分〜〜

○小学4年生以下
○小学５・６年生

○中学生
○一　般

３娃
10娃

○オープン　1娃・2娃・5娃２娃
３娃

　大成区親子ふれあい推進事業実行委員会主催の「第１６回

ミニミニ大運動会」が、２月２７日(日）、大成農漁村総合セ

ンターで開催されました。

　大成区では、スポーツ少年団や子ども会の団体間交流や、

親子のふれあいや異世代交流を目的に今年度で１６回目を数

え、幼児から大人まで１２０名が参加しました。

　個人競技や団体競技など全１１種目に汗を流し、昼食バイ

キングやお楽しみ抽選会など楽しい時間を過ごしました。

「第16回ミニミニ大運動会」〜大成区親子ふれあい推進事業〜

第３位第２位第１位種　　別
田中　隆貴（北）26秒9瀬戸　嵩介（北）16秒3男 子

幼児（就学前）
渡部　七望（北）31秒1長岡あかり（北）16秒0鈴木　瑠華（北）14秒2女 子
日置　　健（北）17秒1櫛引　　渉（大）16秒9長岡　千弘（北）15秒4男 子

小学1･2年生
金谷　奈美（北）21秒9撫養いづみ（北）16秒2女 子

大関　翔也（北）21秒1小澤　裕太（北）19秒2長岡　礼穏（北）17秒9男 子
小学3･4年生

浜高　莉音（瀬）23秒3上野　有紗（大）21秒5横田ひかり（大）21秒0女 子
塚本　　勇（北）30秒2遠藤　　良（北）29秒0手塚　大樹（大）27秒1男 子

小学5･6年生
濱中そのか（北）38秒8女 子

久慈　　遼（大）25秒8田中　佑磨（北）25秒4横田　朝陽（大）25秒1男 子中学（全学年）
梶谷　由明（北）22秒3吉野　正博（北）22秒0本井　貴志（北）21秒9男 子一般（高校生含む）

　２月13日（日）、丹羽スキー場において「第４回せたな町

民スキー大会」が開催されました。当日は、町内各区より幼

児の部からシニアの部まで、計４７名がそれぞれの部門でそ

れぞれ日頃の練習の成果を発揮すべく、力強い滑りでタイ

ムを競っていました。

　競技の後には、参加者全員で丹羽女性会の皆さんが調理

した豚汁をいただき、その後はお楽しみ抽選会を楽しみま

した。

　なお、結果は以下のとおりです。

第４回せたな町民スキー大会
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生・涯・学・習 

　３月６日（日）、せたな町民ふれあいプラザにおいて「せ

たな町高齢者大学修了式」が行われました。

　今年度の修了生は、北檜山いきがい学園が９３名、大成く

おん大学が２３名、瀬棚寿大学が２２名で合わせて１３８名とな

り、各大学の代表者へ修了証書が手渡されました。

　式典終了後は、第1回せたな町郷土芸能祭を鑑賞し、その

後、修了を祝う会が行われるなど、１年間の思い出を学生

同士で話し、ゲームなどの交流をし親睦を深めました。

平成22年度せたな町高齢者大学修了式

　３月６日(日)、せたな町民ふれあいプラザにおいて「第１

回せたな町郷土芸能祭」が開催され、せたな町より５団体、

ゲスト出演として江差追分会、今金狩場太鼓保存会の２団

体が出演しました。

　太鼓などの伝統芸能を披露し、日頃の練習の成果を発揮

し迫力の伝統芸能に約３００名の観客を魅了していました。

第1回せたな町郷土芸能祭

出演団体

●二俣風神太鼓保存会　　　●松前神楽瀬棚保存会

●北海久遠太鼓保存会　　　●今金狩場太鼓保存会

●大成中学校(久遠神楽)　　 ●江差追分会

●浮島竜神太鼓保存会

　２月１２日（土）、大成区一円を会場として「渡り鳥観察会」が
開催され、幼児１名、小学生６名、一般１３名の計２０名が参加
しました。
　講師に、日本野鳥の会の伊勢さんに協力をいただき、太田
地区から長磯地区の海岸沿いをバスで移動しながら、この時
期に訪れる渡り鳥などを観察しました。
　参加者は双眼鏡を使い真剣に渡り鳥の生態を観察していま
した。今回の観察会では、オオワシ・オジロワシ・シノリガ
モ・ウミウなどの鳥を観察することが出来ました。
　オジロワシが翼を広げ、飛び立つ様子を観察できたときに
は、参加者から歓声があがりました。

「渡り鳥観察会」〜ふるさと学習講座〜

大成中学校(久遠神楽)

松前神楽瀬棚保存会 二俣風神太鼓保存会
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ご
利
用
く
だ
さ
い　
　
　
         

法
律
・
登
記
相
談
の
お

知
ら
せ
（
事
前
予
約
制
）

　

相
続
・
贈
与
・
売
買
・
会
社

設
立
・
債
務
整
理
・
成
年
後
見

等
心
配
ご
と
に
つ
い
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ど
な
た
で
も
ご
自

由
に
相
談
で
き
ま
す
。（
相
談

無
料
・
事
前
予
約
制
）

●
日
時
／
4
月　

日
我

13

　
　
　
　
 
午
前　

時
〜　

時

１０

１２

●
予
約
締
切
／
4
月　

日
俄

11

　
　
　
　
　

（
先
着
４
名
ま
で
）

●
場
所
／
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

●
担
当
相
談
員
／

　

司
法
書
士　

森　

奈
津
美

予
約
先　

役
場
総
務
課
総
務
係

　

殺
0
1
3
7
・
8
4
・
5
1
1
1

利
用
く
だ
さ
い　
  　
         

精
神
保
健
相
談
（
心
の
健
康

相
談
）
の
実
施
に
つ
い
て

　

八
雲
保
健
所
で
は
、
精
神
保

健
及
び
同
障
が
い
者
福
祉
に
関

す
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

（
予
約
制
）

●
日
時
／
4
月　

日
牙

14

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

●
場
所
／
八
雲
保
健
所

●
相
談
員
／
精
神
科
医
師
又
は

心
理
相
談
員

問
合
せ　

八
雲
保
健
所
健
康
推
進
課

　

殺
0
1
3
7
・
6
3
・
2
1
6
8

ご
利
用
く
だ
さ
い　
　
　
        

北
檜
山
職
業
相
談
室
で

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

雇
用
保
険
受
給
手
続
か
ら
認

定
・
給
付
ま
で
、
ご
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲

で
受
付
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
函
館
・
北
檜

山
職
業
相
談
室
へ
の
4
月
の
職

員
派
遣
日
は
次
の
と
お
り
で

す
。
大
成
区
の
方
の
管
轄
は
江

差
出
張
所
で
す
。

●
派
遣
日
時

・
4
月　

日
我　

時
〜　

時

13

13

１７

・
4
月　

日
牙
９
時
〜　

時

14

12

問
合
せ　

北
檜
山
職
業
相
談
室

　

殺
0
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3
7
・
8
4
・
5
7
2
4

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲

　

殺
0
1
3
7
・
6
2
・
2
5
0
9

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
江
差

　

殺
0
1
3
9
・
5
2
・
0
1
7
8

ご
利
用
く
だ
さ
い　
　
　
         

函
館
裁
判
所
出
張
手
続

案
内
の
開
催
に
つ
い
て

　

函
館
裁
判
所
か
ら
職
員
が
出

張
し
住
民
の
皆
様
を
対
象
と
し

た
出
張
手
続
案
内
を
行
い
ま

す
。（
予
約
制
）

●
場
所
／
瀬
棚
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
や
す
ら
ぎ
館

●
日
時
／
４
月　

日
昭

21

　

午
後
１
時
〜
４
時

●
予
約
方
法
／
４
月　

日
ま
で

14

に
函
館
地
方
裁
判
所
事
務
局
総

務
課
長
ま
で
電
話
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

函
館
地
方
裁
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殺
0
1
3
8
・
3
8
・
2
3
7
2

ご
利
用
く
だ
さ
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建
災
防
に
よ
る
講
習
会

受
講
者
の
募
集

　

建
災
防
江
差
分
会
で
は
、
有

資
格
者
の
充
足
を
図
る
た
め
、

次
の
と
お
り
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

●
地
山
掘
削
・
土
止
め
支
保
工

作
業
主
任
者
講
習

　

・
日
時
／
5
月　

日
〜　

日

24

26

　
　
　
　
　

午
前
9
時
か
ら

　

・
受
講
料
／
2
1
、
4
0
0
円

　

・
会
場
／
檜
山
建
設
会
館

　

・
申
込
期
限
／
5
月
6
日

　

・
定
員
／　

名
50

問
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建
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殺
0
1
3
9
・
5
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・
1
8
1
3

ご
存
知
で
す
か　
　
　
           

自
動
車
税
の
お
知
ら
せ　

　

（
抹
消
登
録
に
つ
い
て
）

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
時

点
の
自
動
車
の
所
有
者
に
１
年

分
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

陸
運
支
局
で
は
平
成　

年
３

23

月
末
ま
で
に
抹
消
登
録
を
完
了

し
た
場
合
、　

年
度
分
の
自
動

23

車
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
現

在
、
廃
車
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
は
、
３
月
中
に
抹
消
登
録
を

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

檜
山
振
興
局
税
務
課

　

殺
０
１
３
９
・
５
２
・
６
４
７
１

ご
存
知
で
す
か　
　
　
           

協
会
け
ん
ぽ
保
険
料
率

が
変
わ
り
ま
す

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

け
ん
ぽ
）
北
海
道
支
部
の
健
康

保
険
料
率
が
、
本
年
３
月
分
（
４

月
納
付
分
）
よ
り
９
。
6
0
％

（
現
行
８
。
4
2
％
）
に
変
わ
り

ま
す
。

　

北
海
道
支
部
は
、
加
入
者
一

人
当
た
り
の
医
療
費
が
高
い
こ

と
か
ら
、
保
険
料
率
も
全
国
一

高
く
な
っ
て
お
り
、
み
な
さ
ま

の
健
康
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
協
会
け
ん
ぽ
の　
HP

ま
た
は
協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支

部
ま
で
。

http
:/
/
w
w
w
.k
y
o
u
k
a
ik
e
n
p
o
.o
r.jp

/

問
合
せ　

全
国
健
康
保
険
協
会
北

海
道
支
部

　

殺
０
１
１
・
７
２
６
・
０
３
５
２

お
詫
び
と
訂
正                     

　

広
報
せ
た
な
３
月
号
で
、
次

の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。

●　

ペ
ー
ジ
「
生
涯
学
習
だ
よ

14
り
」
大
成
ス
キ
ー
大
会
の
記
事

・
大
回
転
部
門
第
１
位

　
　

小
学
校
中
学
校
男
子

　
　

田
原
史
夕
さ
ん

　
　
　

学

　
　

小
学
校
高
学
年
女
子

　
　

田
原
史
夕
さ
ん

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。
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戸籍の窓口
（２月１日〜２月28日届出）

　この欄に掲載をしている方は、本人または
ご家族の了解を得ています。

お誕生おめでとう 　　　　

○重村　 一花 ちゃん（光則）北檜山
い ち か

○上村　 凰雅 くん   （浩之）丹　羽
こ う が

ご結婚おめでとう　　 　　

　石塚　雅彦 さん　　今金町

　内村恵梨香 さん　　二　俣

　近藤　　裕 さん　　二　俣

　松本由美子 さん　　帯広市

おくやみ申し上げます 　　

○近藤　セツ さん　（88歳）豊　岡

○笠井　和行 さん　（59歳）豊　岡

○斉藤勘四郎 さん　（84歳）豊　岡

○横山　一郎 さん　（73歳）丹　羽

○植村　　実 さん　（86歳）北檜山

○棚橋　武一 さん　（98歳）徳　島

○松田　 夫 さん　（77歳）豊　岡

○近藤　明夫 さん　（77歳）二　俣

○一入　眞一 さん　（79歳）若　松

○坂井　敏雄 さん　（74歳）本町4区

○吉井　敏男 さん　（79歳）花　歌

○神野　　茂 さん　（82歳）太　田

人口と世帯

2月末現在（前月比）

（−10）9,773人人 口

（−10）4,619人男

（−  3）5,154人女

（＋  1）4,577世帯世 帯

灼

第２次試験日
［最終合格発表日］

第１次試験日
［１次合格発表日］

受付期間受験資格・年齢

６月22日昌
　〜27日俄
（うち1日）

　［８月５日晶］

 ５月21日松

　［６月10日晶］

２月１日峨
〜

５月６日画

平成24年4月1日現
在１８歳以上２７歳未
満の者

＊平成24年３月高
等学校卒業予定者
については今回の
受付はできません

第２回の採用試験は９月に予定しています。
採用予定者の入隊時期は、平成24年３月下旬〜４月上旬になります。

 平成23年度（第１回）

自衛隊一般曹候補生募集案内

■問い合わせ先
自衛隊函館地方協力本部今金地域事務所殺0137-82-0258
メールでの資料請求は、　recruit1-hakodate@pco.mod.go.jp

年金係からのお知らせ 　　　　                      　　

■問い合わせ先／函館年金事務所 殺 ０１３８-５６-１１６5
・本庁町民児童課戸籍年金係 [担当/河野] 殺 0137-84-5111（内線１１３7）
・瀬棚総合支所地域町民課戸籍年金係 [担当/西田] 殺 0137-87-3311（内線3000）
・大成総合支所地域町民課戸籍年金係 [担当/萩原] 殺 01398-4-5511（内線２１1８）

平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２３３３３３３３３３３年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料月月月月月月月月月月額額額額額額額額額額平成２３年度国民年金保険料月額ととととととととととと
有有有有有有有有有有利利利利利利利利利利なななななななななな前前前前前前前前前前納納納納納納納納納納割割割割割割割割割割引引引引引引引引引引制制制制制制制制制制有利な前納割引制度度度度度度度度度度度

　国民年金の保険料は毎年度改定されますが、平成２３年度は前
年度より８０円引き下げられた月額１５,０２０円となります。毎月の
保険料は、日本年金機構から毎年４月の上旬に送られてくる１
年分の「納付書」によって翌月末日までに納めます。なお、保険
料は２年を過ぎると納められなくなりますのでご注意ください。
　保険料は、１年または６カ月など、定められた月数分につい
て、前納すると割引になります。

【平成２３年度年額保険料：１５,０２０円×１２か月＝180,240円】

●納付書による前納は、上記のほかに申込み月から年度末まで
　の分を前納することができます。
●一部納付（一部免除）についても前納制度が設けられています。

　　上記についてのお申し込みは函館年金事務所または、
　　役役役役役役役役役役場場場場場場場場場場戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金係係係係係係係係係係ままままままままままででででででででででおおおおおおおおおお願願願願願願願願願願いいいいいいいいいいししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす役場戸籍年金係までお願いします。。。。。。。。。。。

＊＊＊函館年金事務所による年金相談（完全予約制）＊＊＊

◇ 日時：4月6日（水）午前10時40分から午後3時40分

◇ 会場：せたな町役場

威

慰

惟

易

尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉

尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉

意
意
意
意
意
意
意
意
意
意

意
意
意
意
意
意
意
意
意
意

軽自動車軽自動車税税

納期限は
５月２日（月）です。

忘れずに納めましょう

忘れないで納期限

灼

早割（1か月）6か月前納1年前納平成23年度
14,970円
50円割引

89,100円
1,020円割引

176,460円
3,780円割引 

口座振替

割引なし
89,390円
730円割引

177,040円
3,200円割引

現金納付

随　時
上期4〜9月分:2月末
下期10〜3月分:8月末

4〜3月分：2月末お申込の目安
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こ
の
賞
は
、
当
町
の
教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
町
民
の
模
範
と
な
る

活
動
や
成
績
が
優
秀
な
個
人
や
団
体
に

対
し
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

【文化賞】
■笹森　綾香（檜山北高等学校３年生）
　第34回全国高等学校総合文化祭　文化連盟賞
　全道高文連美術展　優秀賞

■山本ななせ（檜山北高等学校２年生）
　北海道高等学校長協会主催第29回交通安全標語、ポスター展ポスターの部　最優秀賞
　道展Ｕ-21　奨励賞受賞

■大野　莉奈（大成中学校２年生）
　第19回グレンツェンピアノコンクール北海道大会　銀賞（中学校Ａコース）
　全国大会出場

【スポーツ賞】
■山内　　進（せたな町体育協会北檜山支部副支部長）
　第25回北海道マスターズ選手権陸上競技の部
　・円盤投げ　第１位（29m30）　・砲丸投げ　第１位（9m69）
　第23回全国スポーツ・レクリェーション祭（マスターズ陸上競技大会）出場

■桝田　成美（大成中学校３年生）
　第41回北海道中学校陸上競技大会　走り高跳び　第２位（1m51）

■桝田　貴廣（大成中学校２年生）
　第12回北海道ジュニア陸上競技選手権大会　男子Ｂ走り幅跳び　第１位（6m11）
　第17回北海道新人陸上競技大会　走り幅跳び　第１位（6m18）
　第41回ジュニアオリンピック陸上競技大会出場（走り幅跳び、400MR）

■沖崎菜々美（大成中学校２年生）
　第12回北海道ジュニア陸上競技選手権大会　女子Ｂ砲丸投げ　第１位（10m40）
　第41回ジュニアオリンピック陸上競技大会出場（砲丸投げ）

■川上　珠奈（久遠小学校６年生）
　第28回北海道小学生陸上競技大会　６年砲丸投げ　第１位（9m04）

■横田ひかり（久遠小学校４年生）
　第28回北海道小学生陸上競技大会　４年800M　第２位（2′43″6）

【文化奨励賞】
■小西　良枝（檜山北高等学校１年生）
　第4回道展U21において特別賞に当たるUHB賞を受賞
　全道高文連美術展　全道優秀賞

■中川　志菜（大成中学校3年生）
　北海道主催第25回全道中学生の税をテーマとしたポスターにおいて北海道教育委員会教
育長賞優秀賞を受賞

【スポーツ奨励賞】
■寺分　広大（檜山北高等学校３年生）
　第65回国民体育大会陸上競技大会北海道選手選考会
　　男子少年Ａ円盤投げ　第６位（32m99）
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